
　　　　　☆　第二回運営委員会 ☆　地区パトロール 令和３年度　新総務さんの紹介です。
　　　　　☆　インクカートリッジ・ベルマーク ☆  立ち当番(ローソン横)
　　　　　　 　仕分け作業 ☆　活動報告書作成 〚会長〛 藤井　三恵子さん

〚内副〛 奈良　奈緒子さん

〚外副〛 原　　 志野さん

〚書記〛 塩見　奈緒美さん
　　　　　☆　総務役員会参加(オンライン) 　【青少年補導委員】

☆　　地域パトロール 〚会計〛 橋本　葉子さん
☆　　下校見守り よろしくお願いします☆
☆　　定例会議出席
☆　　特別パトロール

『校外委員長の岡留さんが、川西市献血推進協議会PTA研修会に
　【校区人権】 出席してくださいました。まずは知ることが大切だと思います。
☆人権関連の映画の広告チラシ掲示 岡留さんの研修会報告をお読みいただきたく存じます。』

皆さん、輸血用血液は「がん治療」に１番多く使われているということを

　  ～資源回収日　各ブロック日程～ ご存知ですか？

全国で１日あたり約３０００人の方が輸血を必要としています。そのためには
１日あたり約１３０００人の方の献血が必要になります。
また輸血用血液は人工的に造ることができず、長期保存(短いもので４日間)

 ★Bブロック（西2-2・3・7) 第2・4金曜　　　1/8  1/22 ができないため、毎日献血の協力が必要不可欠となっています。

 ★B2ブロック（西4・西5)   第3金曜　　　1/15  このように運用していた輸血血液もこのコロナ禍で血液確保が大幅に減少しており、

 ★Eブロック（東4・東5)　　 第3土曜　　　1/16   各血液センターの在庫状況が逼迫しているという問題に直面しています。

 ★Fブロック（住宅団地・Gタウン）第2・4金曜　1/8  1/22 安定した血液確保のために全国すべての献血ルームのWeb予約ができるようにするなど
「密」を回避し、安心して献血に来てもらえるような対策をとっています。

問題はこれだけではありません。年々１０代～３０代の献血者数が減少しており、
献血離れが問題となっています。
少子高齢社会に変わりゆく将来の医療を支えるのは誰なのでしょうか？

今年もインクカートリッジ・ベルマーク回収に 血液を必要としている患者さんには、血液を待つ時間がありません。

ご協力いただきありがとうございました。 献血への正しい知識と少しの行動で、誰かの命をつなぐことができるかもしれません。

事情により献血ができない方は周りの方にお話ししていただくことで
「誰かのきっかけ」に繋がります。

令和２年度 1２月２３日

清和台南小学校PTA会長 樋口 陽子

１2月☆総務・活動報告

１２月☆校外委員・活動報告

１2月☆愛護委員・活動報告

１2月☆P連活動報告


